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世
界
仏
教
徒
連
盟
の
成
立

世
界
仏
教
徒
連
盟
（T

he
W
orld

Fellow
ship

of
Buddhists,W

FB

）

は
、
世
界
の
仏
教
徒
と
の
交
流
友
好
親

善
を
は
か
り
、
仏
陀
の
崇
高
な
教
義
を

普
及
し
、
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
一
九
五
○
（
昭
和
二
十

五
）
年
に
ス
リ
ラ
ン
カ
で
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
一
九
四
八
（
昭
和

二
十
三
）
年
、
英
連
邦
内
で
独
立
、
当

初
セ
イ
ロ
ン
を
名
乗
り
ま
し
た
。
そ
の

年
に
セ
イ
ロ
ン
大
学
の
マ
ラ
ラ
セ
ー
ケ

ラ
教
授
は
、
世
界
を
巡
遊
し
て
各
国
仏

教
徒
の
団
結
を
呼
び
か
け
、
そ
の
結
果

二
十
七
地
域
の
代
表
に
よ
っ
て
、
五
月

二
十
五
日
、
同
国
内
の
仏
歯
寺
（
ダ
ラ

ダ
・
マ
リ
グ
ワ
寺
）
で
、
世
界
仏
教
徒

連
盟
（
W
F
B
）
を
結
成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
翌
年
五
月
二
十
六
日
か
ら
三

十
日
ま
で
コ
ロ
ン
ボ
の
仏
教
青
年
館
で

第
一
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
大

会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

大
乗
、
上
座
部
な
ど
世
界
の
仏
教
徒
が

部
派
の
違
い
を
超
え
て
始
め
て
一
堂
に

会
し
た
、
歴
史
的
に
も
大
き
な
価
値
を

持
つ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
第
一
回
大
会
に
は
日
本
か
ら
高

階
瓏
仙
師
、
中
山
理
々
師
、
佐
瀬
淳
光

師
の
三
名
が
参
加
し
、
そ
の
偉
業
を
目

の
当
た
り
に
さ
れ
、
第
二
回
W
F
B
大

会
を
日
本
に
招
致
・
開
催
す
る
運
び
と

な
っ
た
の
で
す
。

現
在
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
の
本
部
は

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
市
内
ス
ク
ン
ビ
ッ
ト

地
区
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
本
部
で
は

日
本
を
含
む
各
国
代
表
が
参
集
し
て
の

執
行
役
員
等
の
国
際
会
議
、
ま
た
タ
イ

の
独
自
の
仏
教
行
事
、
法
話
な
ど
が
毎

週
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
回
日
本
大
会
開
催

第
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会

は
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
九
月

二
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で
本
願
寺
築

地
別
院
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
を

含
め
て
十
九
ヶ
国
か
ら
代
表
五
百
四
十

人
が
出
席
、
二
十
五
日
午
前
十
時
半
か

ら
本
願
寺
築
地
別
院
で
開
会
式
。
午
後

に
は
セ
イ
ロ
ン
代
表
が
奉
持
し
て
き
た

仏
舎
利
の
奉
迎
式
、
二
時
か
ら
経
過
報

告
と
各
国
代
表
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
朗
読
、

以
後
二
十
六
日
よ
り
二
十
九
日
ま
で
三

部
会
及
び
青
年
部
会
に
分
か
れ
て
、
平

和
・
学
術
振
興
・
各
国
セ
ン
タ
ー
間
の

連
携
強
化
等
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
が

深
め
ら
れ
ま
し
た
。

三
十
日
に
は
総
会
を
開
催
し
て
東
京

で
の
行
事
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

十
月
一
日
以
後
、
各
国
代
表
は
数
班

に
分
か
れ
日
本
各
地
を
訪
問
し
、
三
日

に
名
古
屋
大
会
、
五
・
六
日
に
京
都
大

会
を
開
催
。
そ
の
後
に
各
国
代
表
は
近

畿
圏
の
諸
寺
を
訪
問
後
、
十
三
日
に
広

島
大
会
を
開
催
し
閉
会
し
ま
し
た
。

第
十
二
回
日
本
大
会

第
十
二
回
日
本
大
会
は
、
第
二
回
日

本
大
会
よ
り
約
二
十
五
年
後
の
、
一
九

七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
十
月
一
日
よ

り
六
日
ま
で
、
再
び
日
本
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
二
十
一
世
紀
に
お
く
る

仏
陀
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」。
海
外
か
ら
は

二
十
三
ヶ
国
四
十
八
セ
ン
タ
ー
、
約
四

百
名
の
代
表
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
参
加

し
ま
し
た
。

ま
た
世
界
仏
教
青
年
連
盟
（T

he
W
orld

Fellow
ship

of
Buddhist

Y
outh,W

FBY

）の
第
三
回
大
会
も
合

わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
の
宿
泊
は
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
。
九
月
三
十
日
に
、
総
会
が
開
催

さ
れ
、
翌
十
月
一
日
に
は
本
願
寺
築
地

別
院
で
開
会
式
を
挙
行
、
内
外
よ
り
約

八
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
日
夕
刻

に
は
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
、
翌
二
日
に
は
増
上
寺
で
分
科
会
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。

同
日
夜
に
は
芝
・
白
金
の
迎
賓
館
で
交

流
会
が
持
た
れ
、
福
田
赳
夫
総
理
大
臣

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

翌
三
日
に
は
常
設
委
員
会
、
夕
刻
に

は
国
立
劇
場
を
借
り
切
っ
て
歓
迎
大
会
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を
開
催
、
四
日
に
は
、
読
売
ラ
ン
ド
で

の
仏
舎
利
奉
安
法
要
、
十
月
五
日
に
は

全
体
会
議
の
後
、
増
上
寺
で
平
和
祈
願

法
要
が
営
ま
れ
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
猊
下

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
午
後
、
参

加
者
は
京
都
に
移
動
、
夕
刻
か
ら
の
さ

よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席
、
翌
七
日

よ
り
参
加
者
は
比
叡
山
・
高
野
山
等
、

地
方
大
会
に
分
散
し
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
第
十
二
回
大
会
で
は
、
W
F
B

の
ネ
パ
ー
ル
・
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事

業
へ
の
協
力
が
決
議
さ
れ
、
以
後
本
会

が
こ
の
事
業
へ
の
具
体
的
な
協
力
へ
と

踏
み
出
す
端
緒
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
十
四
回
日
本
大
会
開
催
へ

今
秋
、
十
一
月
十
四
日
よ
り
十
七
日

に
東
京
・
浅
草
で
開
催
さ
れ
る
第
二
十

四
回
日
本
大
会
は
、
前
回
の
第
十
二
回

大
会
か
ら
約
三
十
年
ぶ
り
の
日
本
開
催

と
な
り
ま
す
。
ま
た
「
地
域
の
縁
、
ア

ジ
ア
の
縁
」
そ
し
て
世
界
へ
、
の
統
一

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
昨
年
よ
り
進
め
ら

れ
て
来
た
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
事

業
の
終
尾
を
飾
る
行
事
と
し
て
、
現

在
、鋭
意
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
大
会
テ
ー
マ
は
「Buddhists’

Contribution
to
Resolving

Social
Problem

仏
教
者
の
社
会
問
題
解
決

へ
の
貢
献
」
に
決
ま
り
、
十
一
月
十
五

日
に
は
内
外
か
ら
三
十
数
名
の
パ
ネ
リ

ス
ト
を
特
別
に
招
請
し
、「
自
殺
・
精

神
医
療
・
社
会
開
発
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

終
末
期
医
療
・
平
和
構
築
・
青
少
年
」

の
七
部
会
に
分
か
れ
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
後
に
W
F
B
の

各
種
委
員
会
を
開
催
し
成
果
は
今
後
の

W
F
B
の
活
動
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

ま
た
翌
十
六
日
午
前
に
は
、
浅
草
寺

観
音
堂
再
建
五
十
周
年
の
様
々
な
記
念

行
事
の
開
催
さ
れ
る
中
、
各
国
代
表
が

参
列
し
「
世
界
平
和
法
要
」
を
厳
修
致

し
ま
す
。

三
十
年
ぶ
り
の
日
本
大
会
開
催
に
際

し
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第十二回WFB日本大会
本願寺築地別院・本堂前

W
F
B
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W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
は
設
立

以
来
二
〜
三
年
に
一
度
、
最
高
議
決
機
関

で
あ
る
世
界
仏
教
徒
会
議（
以
下
、W
F
B

大
会
）
を
各
国
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
の

下
、
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

W
F
B
に
は
会
長
一
名
、
副
会
長
十
五

名
、
執
行
役
員
八
名
、
九
つ
の
常
設
委
員

会
に
委
員
長
各
一
名
等
の
役
職
者
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。
各
役
員
は
W
F
B
大
会
直

前
の
総
会
並
び
に
大
会
の
全
体
会
議
で
の

選
挙
で
選
出
さ
れ
ま
す
。

日
本
で
は
全
日
本
仏
教
会
が
唯
一
の
セ

ン
タ
ー
と
し
て
W
F
B
に
加
盟
し
、
会
長

が
後
援
者
（patron

）
に
就
任
、
他
に
副

会
長
、
執
行
役
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

半
年
に
一
度
の
執
行
役
員
会
議
に
お
い

て
は
、
新
規
加
入
希
望
団
体
の
審
査
、
活

動
計
画
の
立
案
と
実
施
状
況
報
告
、
組
織

運
営
に
関
し
て
の
方
針
協
議
、
財
務
状
況

報
告
、
世
界
仏
教
徒
会
議
開
催
の
日
時
・

場
所
・
議
案
内
容
等
の
検
討
・
決
定
が
行

わ
れ
ま
す
。

W
F
B
大
会
で
は
各
国
セ
ン
タ
ー
代
表

出
席
の
下
、
執
行
役
員
会
議
の
報
告
を
基

に
議
論
・
採
決
が
行
わ
れ
ま
す
。

W
F
B
は
、
六
ヶ
年
計
画
等
の
長
期
的

展
望
の
下
に
事
業
を
展
開
し
、
最
近
で
は

基
金
を
設
置
・
活
用
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

サ
イ
ク
ロ
ン
被
害
な
ど
に
対
し
積
極
的
に

救
援
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
W
F
B
の
関
連
団
体
と
し
て

W
F
B
Y
（
世
界
仏
教
青
年
連
盟
）
が
あ

り
、
本
部
は
W
F
B
本
部
と
同
所
の
タ
イ

・
バ
ン
コ
ク
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
本
会
加
盟
の
全
日
本
仏
教
青

年
会
が
唯
一
の
地
域
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
W
B
U
（
世
界
仏
教
大
学
）
も

W
F
B
の
関
連
団
体
で
あ
り
ま
す
。
本
部

は
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
ブ
ッ
ダ
モ
ン
ト
ン
に

お
か
れ
て
い
ま
す
。
W
B
U
は
国
連
大
学

の
構
想
に
近
く
、
今
後
世
界
の
仏
教
研
究

者
・
研
究
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推

進
す
る
方
向
に
あ
り
ま
す
。

今
回
の
第
二
十
四
回
W
F
B
日
本
大
会

は
、
第
十
五
回
W
F
B
Y
大
会
、
第
七
回

W
B
U
大
会
も
同
時
開
催
さ
れ
、
各
国
よ

り
代
表
が
日
本
で
一
堂
に
会
し
議
論
を
深

め
ま
す
。

WFB執行役員会議の模様
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今
回
は
、
岡
山
県
佛
教
会
を
訪
ね
、

会
長

橋
本
明
禅
師
（
多
聞
寺
住
職
・

全
日
本
仏
教
会
副
会
長
）
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

多
聞
寺
の
あ
る
小
田
郡
矢
掛
町
は
本

陣
・
脇
本
陣
が
現
存
し
、
宿
場
町
と
し

て
の
情
緒
あ
る
景
観
を
と
ど
め
て
お

り
、
岡
山
県
町
並
み
保
存
指
定
地
区
に

な
っ
て
い
ま
す
。
気
高
い
伝
統
と
文
化

へ
の
思
い
が
「
歴
史
か
お
る
文
化
の

町
」
と
し
て
息
づ
い
て
い
ま
す
。

―
仏
教
会
の
活
動
で
、
継
続
的
に
、
ま

た
特
に
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
点

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

本
仏
教
会
は
、
い
く
つ
も
の
取
り
組

み
を
通
じ
、
地
域
の
方
々
や
宗
教
者
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、「
世
界
連
邦
宗
教
者
の

会
」
を
昭
和
五
十
七
年
に
組
織
し
、
爾

来
、
毎
年
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
第
二
十
七
回
大
会
を
十
月
に

開
催
い
た
し
ま
す
。

「
世
界
連
邦
宗
教
者
の
会
」
は
十
一
の

所
属
団
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
毎
年

持
ち
回
り
で
大
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。二

つ
目
は
、
県
仏
教
会
と
県
警
察
署

が
連
携
し
、
交
通
安
全
「
ひ
と
言
法

話
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
住
職

に
法
話
の
中
で
交
通
安
全
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。「
ひ
と

言
法
話
」
で
は
、
特
に
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
宗
教
法
人
向
け
の
研
修

会
を
年
四
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
と
し
て
、
宗
教
法
人
を
取

り
巻
く「
税
金
問
題
」「
環
境
問
題
」「
浄

財
管
理
」
な
ど
な
ど
、
毎
回
六
十
か
ら

七
十
名
ほ
ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

四
つ
目
は
、
岡
山
県
佛
教
会
テ
レ
ホ

ン
相
談
室
の
開
設
。
昭
和
六
十
三
年
よ

り
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
後
三
時
か
ら
五
時
ま
で
の
間
、
あ
ら

ゆ
る
電
話
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
仏

事
の
こ
と
か
ら
日
常
の
こ
と
も
含
め

て
、
一
日
十
件
か
ら
十
五
件
ほ
ど
の
相

談
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
年
に
一
度
、
著
名
人
を
講
師
に

迎
え
、
無
料
の
講
演
会
を
開
い
て
い
ま

す
。五

つ
目
は
、
R
S
K
放
送
ラ
ジ
オ
で

毎
週
土
曜
日
朝
「
仏
教
ア
ワ
ー
」
を
放

送
し
て
い
ま
す
。
平
成
四
年
か
ら
、
朝

五
時
三
十
分
よ
り
放
送
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、
朝
五
時
台
に
起
き
て
い
る

人
々
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
聞
い
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
収
録
さ
れ

た
も
の
を
冊
子
に
し
て
配
布
し
て
い
ま

す
。

―
仏
教
界
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
指
針
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

戦
後
六
十
三
年
、
私
た
ち
は
、
目
に

見
え
る
物
質
と
、
金
銭
の
価
値
だ
け
を

追
求
し
て
き
た
か
に
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
新
生
日
本
に
必
要
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
見
失
っ
た
も
の
も

多
く
あ
り
ま
す
。

生
き
る
喜
び
が
見
出
せ
な
い
と
か
、

他
の
人
が
自
分
と
同
じ
人
間
で
あ
る
と

感
じ
な
い
、
い
の
ち
の
尊
さ
が
わ
か
ら

な
い
、
と
い
っ
た
人
々
が
増
え
続
け
、

人
間
が
壊
れ
つ
つ
あ
る
と
の
危
機
感
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

一
方
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
移
動
、

核
家
族
化
等
に
よ
り
、
伝
統
教
団
は
そ

の
社
会
的
存
在
基
盤
が
揺
ら
い
で
き
た

よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
戦
後
六
十
余
年
、
政
治

や
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
要

因
が
絡
み
合
っ
て
生
じ
て
き
た
事
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
大
き

な
要
因
は
、
家
族
の
崩
壊
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

核
家
族
、
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
、

暖
か
い
家
庭
で
育
つ
は
ず
の
「
思
い
や

り
の
心
」「
感
謝
の
心
」「
い
の
ち
の
尊

さ
」
等
が
わ
か
ら
な
い
若
者
た
ち
が
増

え
続
け
て
い
る
。

ま
た
一
方
、
宗
教
法
人
を
取
り
巻
く
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環
境
が
著
し
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
葬
儀
や
法
要
に
対
す
る
考
え
方
、

国
内
人
口
の
減
少
、
地
方
の
過
疎
化
、

家
族
形
態
の
変
化
等
、
い
ろ
い
ろ
問
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
宗
教
法
人
を
取
り
巻
く

変
化
に
対
し
て
、
危
機
感
を
持
た
な
い

若
僧
た
ち
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
仏
教
界
が
、
時
代
の
変
化

に
目
覚
め
、
お
互
い
に
手
を
携
え
協
力

し
合
い
、
後
継
者
の
育
成
に
力
を
尽
く

し
、
人
心
の
荒
廃
や
、
世
情
の
乱
れ
に

早
急
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
昨
今
の
様
々
な
社
会
問
題
に
つ
い

て
、
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
思
い
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

近
頃
、
想
像
を
絶
す
る
犯
罪
の
続

発
、
陰
湿
な
い
じ
め
や
自
殺
、
凶
悪
な

少
年
犯
罪
。

中
で
も
、
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で

乗
客
を
突
き
落
と
し
て
殺
し
た
り
、
人

を
殺
し
て
切
り
刻
ん
で
下
水
に
流
し
た

り
、
歩
行
者
天
国
に
暴
走
で
突
っ
込
み

多
く
の
人
を
殺
傷
し
、
そ
の
後
包
丁
を

持
っ
て
追
い
か
け
ま
わ
し
、
幾
人
も
の

人
を
殺
傷
す
る
。
し
か
も
そ
れ
が
全
て

計
画
的
で
あ
り
、
誰
で
も
い
い
か
ら
殺

し
た
か
っ
た
ん
だ
と
い
う
無
差
別
殺
傷

を
起
こ
し
、
反
省
の
心
が
全
く
な
い
若

者
。
本
当
に
呆
れ
た
事
件
で
す
。

現
在
、
教
育
基
本
法
改
正
の
動
き
が

見
え
、
国
も
「
宗
教
教
育
」
に
か
か
わ

れ
る
よ
う
に
す
る
、
環
境
づ
く
り
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
早
急
に
「
宗
教
情
操
教
育
」
を
教

育
の
場
に
も
う
け
「
共
に
生
き
る
」
と

い
う
こ
と
や
、「
い
の
ち
の
大
切
さ
」「
弱

者
に
対
す
る
思
い
や
り
の
心
」
な
ど
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
宗
教
者
も
ま
た
、
自
ら
の

研
鑽
を
重
ね
、
宗
教
心
が
独
断
と
偏
見

に
陥
っ
て
い
な
い
か
点
検
し
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
場
で
「
心
の
教
育
」
に
情
熱

を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

―（
財
）全
日
本
仏
教
会
へ
の
ご
要
望
や

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

我
々
の
上
部
団
体
と
し
て
、
県
仏
教

会
等
で
は
処
理
で
き
な
い
事
柄
に
迅
速

に
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い

で
す
。

先
般
も
、
こ
ち
ら
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
早
急
に
お
返
事
を
い
た
だ
き
、
大

変
助
か
り
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
宗
派
の
違
い
が
あ
り
ま
す

の
で
、
統
一
し
た
物
を
と
い
う
の
も
難

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
皆
が
力
を
合
わ

せ
て
仏
教
会
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
談
）

橋
本
明
禅
会
長
は
、
三
十
年
に
渡
り

写
真
家
と
し
て
活
動
さ
れ
、
数
々
の

賞
を
受
賞
し
個
展
も
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
写
真
集
『
霊
峰

高
野
山

の
四
季
』
も
発
刊
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

定
価
四
千
円
。
お
問
い
合
せ
は

多
聞
寺
企
画
室

電
話
番
号

０
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２
―
０
６
２
９

迄

�������	
��
��
創業元禄年間

〒648-0211 和歌山県伊都郡高野町高野山771
TEL 0736-56-2121 FAX 0736-56-4477

http : //www.juzushi.co.jp E-mail juzuya@sannet.ne.jp

5ZENBUTSU２００８年９月１日



二
〇
〇
二
年
二
月
に
黒
田
福
美
さ
ん

と
会
っ
た
頃
、
私
は
沖
縄
の
「
平
和
の

礎
〔
い
し
じ
〕」の
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
太
平
洋
戦
争
の
頃
沖
縄

で
亡
く
な
っ
た
韓
国
人
を
礎
（
石
碑
）

に
刻
む
た
め
に
彼
ら
の
名
前
を
調
査
す

る
こ
と
で
、
一
九
九
五
年
四
月
に
沖
縄

県
知
事
の
依
頼
で
着
手
し
た
も
の
で
し

た
。そ

の
頃
、
黒
田
さ
ん
は
自
分
の
夢
に

幾
度
か
現
れ
た
韓
国
人
特
攻
兵
の
青
年

が
慶
尚
南
道
泗
川
〔
サ
チ
ョ
ン
〕
出
身

の
光
山
文
博
（
韓
国
名
卓
庚
鉉
）
で
あ

る
こ
と
を
確
信
し
て
、
彼
の
魂
が
安
眠

で
き
る
よ
う
に
故
郷
に
慰
霊
碑
を
建
て

る
た
め
の
活
動
を
始
め
て
い
た
と
こ
ろ

で
し
た
。
私
は
黒
田
さ
ん
の
意
志
と
活

動
に
賛
同
し
て
、
卓
青
年
の
故
郷
で
あ

る
泗
川
市
を
黒
田
さ
ん
と
共
に
訪
ね
ま

し
た
。

こ
の
時
私
た
ち
は
泗
川
市
だ
け
で
も

二
三
〇
〇
名
余
り
の
戦
争
犠
牲
者
が
い

る
こ
と
を
知
り
、
驚
い
た
の
で
す
。
そ

こ
で
当
初
の
構
想
を
少
し
変
更
し
て
、

特
攻
兵
の
卓
青
年
ば
か
り
で
な
く
泗
川

市
出
身
の
全
て
の
戦
争
犠
牲
者
の
魂
が

故
郷
に
戻
る
こ
と
の
で
き
る
帰
郷
祈
念

碑
を
建
て
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
〝
帰
郷
祈
念
碑
建
立
実
行
委

員
会
〞
を
結
成
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ

に
賛
同
し
た
泗
川
市
に
よ
る
土
地
提
供

な
ど
積
極
的
に
協
力
の
下
、
二
〇
〇
八

年
五
月
二
日
に
は
、
龍
華
寺
住
職
の
読

経
の
中
泗
川
市
西
浦
面
大
浦
里
体
育
公

園
内
に
帰
郷
祈
念
碑
は
竣
工
し
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
五
月
六
日
に
な
っ
て
突
然

民
族
主
義
と
愛
国
主
義
を
標
榜
す
る
左

派
の
泗
川
市
進
歩
連
合
が
、〝
親
日
碑

建
立
反
対
〞
を
叫
び
だ
し
、
九
日
に
は

右
派
で
あ
る
光
復
会
（
独
立
運
動
有
功

者
団
体
）
ま
で
が
反
対
を
叫
び
始
め
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
泗
川
市
は
実
行
委

員
会
へ
の
協
力
を
撤
回
し
、
五
月
十
日

の
除
幕
式
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
我
々

実
行
委
員
も
日
本
か
ら
の
参
加
者
も
両

国
報
道
陣
す
ら
式
場
に
近
づ
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
こ
の
祈
念
碑
は
我
々
実
行
委

員
会
に
は
何
の
通
知
も
な
く
泗
川
市
に

よ
っ
て
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
知

っ
た
龍
華
寺
住
職
は
こ
の
措
置
に
心
を

痛
め
て
寺
で
保
管
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
泗
川
市
に
対
し
て
実
行

委
員
会
は
原
状
回
復
と
謝
罪
を
求
め
る

内
容
の
文
書
を
五
月
二
十
二
日
か
ら
七

月
一
日
ま
で
の
間
に
三
通
送
り
ま
し
た

が
、
市
か
ら
は
六
月
二
日
付
け
で
〝
お

気
持
ち
は
分
る
が
残
念
だ
〞
と
い
う
意

味
の
返
信
が
一
度
あ
っ
た
の
み
、
何
ら

具
体
的
な
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
五
月
十

日
位
か
ら
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
を

始
め
ま
し
た
が
韓
国
内
で
の
報
道
は
ほ

と
ん
ど
な
い
状
態
で
し
た
。
五
月
下
旬

に
な
り
ア
メ
リ
カ
の
A
P
通
信
が
こ
れ

を
取
り
上
げ
る
と
よ
う
や
く
あ
る
日
刊

紙
が
報
道
し
た
程
度
で
す
。

韓
国
内
で
祈
念
碑
建
立
に
賛
同
し
て

い
た
人
た
ち
も
、
左
派
進
歩
連
合
に
圧

倒
さ
れ
何
も
言
え
な
い
状
態
で
す
。
こ

れ
は
民
族
・
愛
国
主
義
を
盾
に
と
っ
た

進
歩
連
合
の
主
張
が
、
多
く
の
韓
国
人

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
結
果
と
思
わ
れ
ま

す
。結

局
の
と
こ
ろ
現
在
の
韓
国
に
は
、

進
歩
連
合
の
行
き
過
ぎ
た
民
族
・
愛
国

主
義
に
打
ち
克
つ
健
全
で
合
理
的
な
言

論
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
帰
郷
祈
念
碑
が
未
だ
に

建
立
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

そ
の
象
徴
で
あ
り
、
結
果
な
の
で
す
。

し
か
し
実
行
委
員
会
は
、〝
逆
境
は

英
雄
を
つ
く
る
〞
と
い
う
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
格
言
を
信
じ
て
、
先
ず
反
対
す
る
人

の
誤
解
を
解
こ
う
と
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
し
か
し
反
対
者
た
ち
は
未
だ

に
対
話
に
応
じ
て
い
な
い
と
い
う
の
が

実
情
で
す
。

一
日
も
早
く
帰
郷
祈
念
碑
を
再
建
し

た
い
と
い
う
実
行
委
員
会
の
願
い
が
叶

い
、
泗
川
市
に
提
出
さ
れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
平
和
公
園
案
も
実
現
し
て
、

太
平
洋
戦
争
で
犠
牲
に
な
っ
た
全
て
の

韓
国
人
の
名
前
が
こ
こ
に
刻
ま
れ
る
こ
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と
に
よ
り
、
そ
の
魂
が
懐
か
し
い
故
郷

に
戻
る
こ
と
を
祈
る
の
み
で
す
。

そ
う
な
る
こ
と
で
平
和
公
園
は
、
韓

国
人
た
ち
に
と
っ
て
は
先
祖
た
ち
の
尊

い
犠
牲
を
追
悼
し
、日
本
人
た
ち
に〝
不

幸
な
過
去
〞
へ
の
反
省
を
促
す
。
更
に

は
現
代
人
た
ち
に
〝
平
和
の
大
切
さ
〞

を
伝
え
て
、
未
来
志
向
の
新
韓
日
時
代

を
構
築
す
る
た
め
の
出
会
い
の
場
に
な

る
と
固
く
信
じ
て
い
ま
す
。

※
次
回
は
女
優
の
黒
田
福
美
さ
ん
に
ご

寄
稿
頂
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

一
九
三
六
年
韓
国
生
ま
れ

現
在
東
京
大
学
客
員
教
授
、
韓
国
沖

縄
研
究
所
長
、
韓
国
沖
縄
学
会
長

ソ
ウ
ル
延
世
大
学
史
学
科
卒
業
、
京

都
大
学
大
学
院
で
博
士
号
取
得
、

京
都
大
学
客
員
教
授

帰
国
後
明
知
大
学
史
学
科
教
授
、
大

学
院
主
任
教
授
、
人
文
科
学
研
究
所

長
、
博
物
館
長
を
歴
任

一
九
九
五
年
四
月

沖
縄
県
の
依
頼

を
受
け
て
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
沖
縄

に
強
制
連
行
さ
れ
た
韓
国
出
身
者
の
名

前
を
〞
平
和
の
礎
〞
に
刻
む
た
め
、
創

氏
改
名
前
の
氏
名
判
明
作
業
に
当
た
る

第
二
回
宗
教
教
育
推
進
委
員
会
会
議

が
七
月
二
十
二
日
、
本
会
会
議
室
に
て

開
催
さ
れ
、
十
二
名
が
出
席
し
た
。

ま
ず
、
新
委
員
に
委
嘱
の
伝
達
が
行

わ
れ
た
後
、
委
員
の
変
更
が
報
告
さ
れ

た
。就

任
藤
原
聖
子
（
事
務
総
長
推
薦
）

赤
平
法
導
（
浄
土
宗
）

粕
谷
利
通
（
真
言
宗
豊
山
派
）

退
任

岡
本
宣
丈
（
浄
土
宗
）

菅
野
秀
浩
（
真
言
宗
豊
山
派
）

続
い
て
、
前
回
の
協
議
内
容
の
確
認

及
び
各
委
員
か
ら
送
付
さ
れ
た
資
料
の

確
認
が
さ
れ
、
宗
教
教
育
推
進
の
た

め
、
委
員
会
の
方
向
性
と
委
員
会
運
営

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

宗
教
教
育
に
つ
い
て
、
公
立
・
私
立

の
小
・
中
学
校
で
ど
の
よ
う
な
教
科
書

や
指
導
要
領
・
要
綱
等
が
使
用
さ
れ
て

い
る
か
。
さ
ら
に
各
宗
門
系
学
校
で
は

ど
う
か
。
本
委
員
会
と
し
て
現
状
の
把

握
を
す
る
た
め
に
資
料
収
集
・
情
報
等

の
調
査
を
行
う
。

調
査
に
関
し
て
は
、
委
員
全
体
で
の

調
査
は
難
し
い
た
め
小
委
員
会
を
作

り
、
現
状
把
握
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

了
承
さ
れ
た
。

協
議
の
結
果
、
全
体
会
議
に
お
い
て

認
識
を
深
め
て
い
く
と
い
う
意
味
で
外

国
で
の
宗
教
教
育
に
つ
い
て
藤
原
委
員

に
報
告
を
い
た
だ
く
と
い
う
事
が
決
定

さ
れ
た
。

文
部
科
学
省
の
取
り
組
み
の
現
状
把

握
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
宗
教
教
育
担

当
者
を
招
き
、
質
疑
応
答
の
機
会
を
設

け
て
話
を
伺
う
こ
と
と
な
っ
た
。

次
回
会
議
は
、
文
部
科
学
省
の
返
答

に
応
じ
て
開
催
時
期
を
決
定
す
る
。

第
二
回

宗
教
教
育
推
進
委
員
会
会
議
開
催

7ZENBUTSU２００８年９月１日
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八
月
四
日
、「
世
界
平
和
祈
り
の
集

い
」
が
滋
賀
県
大
津
市
の
比
叡
山
延
暦

寺
で
開
催
さ
れ
、
約
千
人
が
参
集
。
本

会
よ
り
豊
原
大
成
理
事
長
が
参
列
し

た
。比

叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
は
、
宗
教
・

宗
派
を
超
え
て
宗
教
者
が
集
い
、
平
和

の
祈
り
を
捧
げ
る
行
事
で
あ
り
、
天
台

青
少
年
比
叡
山
の
集
い
も
同
時
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。
壇
上
に
は
地
球
を
模
し

た
直
径
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
球
体
が

置
か
れ
、
式
中
、
青
少
年
研
修
生
た
ち

が
折
り
鶴
を
投
じ
た
。

開
会
に
際
し
、
天
台
宗
の
濱
中
光
礼

宗
務
総
長
が
挨
拶
。
法
楽
の
後
、
半
田

孝
淳
天
台
座
主
に
よ
り
平
和
祈
願
文
が

読
み
上
げ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ

ス
ラ
ム
教
、
神
道
、
新
宗
教
な
ど
各
団

体
か
ら
の
来
賓
が
壇
上
へ
登
り
、
豊
原

理
事
長
も
登
壇
。「
平
和
の
鐘
」
の
音

が
響
く
中
、
参
加
者
全
員
起
立
に
て
黙

祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

海
外
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

W
F
B
パ
ン
・
ワ
ナ
メ
ッ
テ
ィ
会
長
の

祝
辞
を
パ
ロ
ッ
プ
・
タ
イ
ア
リ
ー
事
務

総
長
が
代
読
。

青
少
年
会
か
ら
ユ
ニ
セ
フ
へ
の
寄
付

金
委
託
、
平
和
の
合
い
言
葉
唱
和
の
後

に
閉
会
。
び
わ
湖
ホ
テ
ル
で
の
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
へ
移
行
し
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
豊
原
理
事
長

が
祝
辞
を
述
べ
、
自
身
の
戦
争
体
験
を

通
じ
て
平
和
の
尊
さ
と
、
各
宗
教
者
の

平
和
へ
の
取
り
組
み
の
大
切
さ
を
訴
え

た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
閉
会
と
な

っ
た
。

壇上で黙祷する半田天台座主（右）
と豊原理事長（左から二番目）

本
会
機
関
誌
『
全
仏
』
は
、
月
間
一

万
部
発
行
さ
れ
、
各
寺
院
を
は
じ
め
多

数
の
方
に
購
読
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
二
十
四
回
世
界
仏
教
徒
会

議
日
本
大
会
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
全
日

本
仏
教
会
で
は
大
会
日
程
・
要
旨
を
詳

細
に
紹
介
す
る
「
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
作
成
致
し
ま
す
。

広
告
掲
載
に
よ
り
、
企
業
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
、
知
名
度
上
昇
の
好
機
に
な
る

と
確
信
致
し
ま
す
。

是
非
広
告
掲
載
の
ご
検
討
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
告
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
全

日
本
仏
教
会
事
務
総
局
ま
で
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。

全
日
本
仏
教
会

広
報
文
化
部

電
話

０
３
―
３
４
３
７
―
９
２
７
５

F
A
X
０
３
―
３
４
３
７
―
３
２
６
０

電
子
メ
ー
ル

kouho@
jbf.ne.jp

※

掲
載
内
容
に
よ
り
ま
し
て
は
、
若

干
の
変
更
、
も
し
く
は
掲
載
を
ご
遠

慮
頂
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了

承
下
さ
い
。

機
関
誌
『
全
仏
』
及
び
W
F
B
大
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
広
告
募
集
の
お
知
ら
せ

２００８年９月１日8



総
務
財
政
審
議
会

―
賛
助
会
員
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
―

経
過
報
告

現
在
、
理
事
長
諮
問
の
一
つ
で
あ
る

「
賛
助
会
員
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
」本

審
議
会
で
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

賛
助
会
員
は
「
個
人
」「
団
体
」「
特

別
会
員
」の
三
つ
に
分
れ
て
い
る
。「
個

人
」
は
機
関
誌
『
全
仏
』
の
個
人
購
読

者
や
国
会
議
員
等
を
対
象
と
し
て
考
慮

し
、
一
般
社
会
に
本
会
を
認
知
し
て
も

ら
う
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。「
団

体
」
は
営
利
法
人
・
非
営
利
法
人
を
対

象
と
し
、
本
会
の
運
営
や
広
報
を
支
援

し
て
も
ら
う
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い

る
。
ま
た
、「
特
別
会
員
」
は
県
仏
教

会
未
結
成
の
地
域
仏
教
会
や
各
宗
派
の

本
山
等
に
入
会
を
促
し
、
本
会
の
事
業

目
的
の
一
つ
で
あ
る
「
組
織
強
化
」
に

主
眼
を
置
い
て
い
る
。

こ
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
審
議
会
で

了
承
さ
れ
、
理
事
長
諮
問
の
一
つ
と
し

て
、
正
副
委
員
長
か
ら
答
申
し
た
後
、

賛
助
会
員
制
度
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定

で
あ
る
。

社
会
人
権
審
議
会

七
月
三
十
日
、
本
会
会
議
室
に
お
い

て
第
一
回
社
会
人
権
審
議
会
（
人
権
部

会
）
が
開
催
さ
れ
た
。

同
和
・
人
権
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
、
仏
教
徒
共
通
の
願
い
で

あ
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
を
進
め
る

た
め
、
継
続
し
て
部
落
差
別
撤
廃
に
対

し
て
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
旨
が

検
討
さ
れ
た
。

ま
た
、
八
月
一
日
付
け
で
首
相
及
び

閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
要
請
書
を

首
相
官
邸
へ
提
出
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

次
回
部
会
は
来
年
一
月
二
十
六
日
に

開
催
予
定
。

同
和
・
人
権
連
絡
協
議
会

七
月
三
十
日
、
本
会
会
議
室
に
お
い

て
第
一
回
同
和
・
人
権
連
絡
協
議
会
が

開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
社
会
人
権
部
白
井
次
長
が
韓

日
友
好「
帰
郷
祈
念
碑
除
幕
式
」へ
の
参

加
報
告
を
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用

し
て
行
っ
た
。
各
委
員
よ
り
今
後
の
関

わ
り
等
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
た
。

続
い
て
、
差
別
法
戒
名
及
び
墓
石
改

正
へ
の
取
り
組
み
、
朝
鮮
半
島
出
身
旧

民
間
強
制
徴
用
者
等
の
遺
骨
返
還
に
つ

い
て
の
各
団
体
の
現
況
と
取
り
組
み
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
各
団

体
で
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
・
事
業
・

冊
子
に
つ
い
て
も
情
報
交
換
が
な
さ
れ

た
。

国
際
交
流
審
議
会

七
月
二
十
四
日
、
本
会
会
議
室
に
お

い
て
第
二
回
国
際
交
流
審
議
会
が
開
催

さ
れ
た
。

諮
問
事
項
で
あ
る
「
今
後
の
国
際
交

流
事
業
の
具
体
的
展
開
」
に
つ
い
て
、

広
報
・
災
害
復
興
支
援
活
動
・
仏
教
文

化
交
流
・
国
際
的
仏
教
人
材
育
成
の
諸

点
に
関
し
て
活
発
に
審
議
が
行
わ
れ

た
。特

に
過
去
二
回
の
世
界
仏
教
徒
会
議

日
本
大
会
を
契
機
と
し
た
人
材
育
成
に

つ
い
て
、
奈
良
康
明
・
小
笠
原
隆
元
委

員
よ
り
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
て
詳
細

に
説
明
さ
れ
た
。

続
い
て
今
秋
の
第
二
十
四
回
日
本
大

会
の
準
備
状
況
が
事
務
局
よ
り
説
明
さ

れ
、
質
疑
応
答
お
よ
び
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

ま
た
大
会
の
記
念
事
業
と
し
て
仏
教

主
義
学
校
連
盟
（
在
京
の
仏
教
系
中
学

・
高
校
の
連
合
体
）
主
催
第
二
十
四
回

弁
論
大
会
を
本
会
が
後
援
す
る
こ
と
が

事
務
局
よ
り
報
告
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

次
回
委
員
会
は
、
日
本
大
会
終
了
後

に
開
催
予
定
。

9ZENBUTSU２００８年９月１日
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ミャンマーサイクロン、中国・四川大地震、岩手・宮城内
陸地震の被災者救援のために、人道的見地から（財）全日本仏
教会は、各団体に救援基金の寄託を行いました。

ミャンマーサイクロン被災者支援
①日本UNHCR協会 200万円（7月10日）
②WFB（世界仏教徒連盟） 300万円

中国・四川大地震被災者支援
③日本ユニセフ協会 150万円（7月10日）
④BNN（仏教NGOネットワーク） 150万円（7月9日）

岩手・宮城内陸地震被災者支援
⑤日本赤十字社 100万円（7月10日）

①③⑤は深澤信善事務総長が赴き手渡し、②④は振込にて寄託致しました。今後も現地の救援状況
により更なる支援を行う予定です。引き続き、より一層のご協力を重ねてお願い申し上げます。
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（
六
月
十
日
〜
八
月
十
一
日
）

真
言
宗
御
室
派
・
丹
原
仏
教
会

臨
済
宗
円
覚
寺
派
・
黄
檗
宗

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

浄
土
宗
平
和
協
会

愛
媛
県
西
条
仏
教
会

東
京
都
仏
教
連
合
会
・
東
予
仏
教
会

京
都
仏
教
会
・
福
生
院

松
平
實
城

浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派

徳
源
寺
関
東
蓬
莱
会

西
山
浄
土
宗
・
宇
摩
仏
教
団

栃
木
県
仏
教
会

天
台
眞
盛
宗
・
和
宗

大
洲
市
仏
教
会
・
長
野
県
仏
教
会

橿
原
市
仏
教
会
・
顕
本
法
華
宗

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

合
計

一
〇
、七
七
四
、七
八
五
円

ご
支
援
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
サ
イ
ク
ロ
ン
及
び
中
国

・
四
川
大
地
震
被
災
者
へ
の
指
定
寄
付

は
八
月
末
日
に
て
締
め
切
ら
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

指
定
の
な
い
、
一
般
救
援
基
金
に
対

し
て
の
募
集
は
継
続
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
仏
教
界
挙
げ
て
の
人
道
的
活
動
の

為
、
ひ
き
つ
づ
き
ご
協
賛
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
救
援
基
金
の
送
付
先

【
郵
便
振
替
】

口
座
番
号

０
０
１
１
０
―
９
―
７
０
４
８
３
４

口
座
名
義

全
日
本
仏
教
会
救
援
基
金

【
銀
行
振
込
】

中
央
三
井
信
託
銀
行

本
店
営
業
部

口
座
番
号

０
９
７
３
０
３
１

口
座
名
義

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

深澤信善事務総長（左）
田中 豊 日本赤十字社救護・福祉部長（右）

２００８年９月１日10



二
日
▼
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
出
席

（
於

札
幌

至
三
日
迄
）

▼
東
京
お
盆
ま
つ
り
出
席
（
於

銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム
）

▼
「
仏
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
出
席
（
於

本
願
寺

築
地
別
院
）

三
日
▼
群
馬
県
仏
教
連
合
会
取
材

四
日
▼
局
内
会
議

▼
「
平
和
の
た
め
に
提
言
す
る
世

界
宗
教
者
会
議
」
の
提
言
書
を

提
出

五
日
▼
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
誕
生
祝
賀

会
出
席
（
於

ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
）

七
日
▼
大
谷
派
真
宗
会
館
職
員
来
局

▼
電
通
清
宮
氏
来
局

八
日
▼
社
会
人
権
審
議
会
開
催

九
日
▼
仏
教
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

十
日
▼
無
料
法
律
相
談
室

▼
日
本
赤
十
字
社
・
ユ
ニ
セ
フ
協

会
・
日
本
U
N
H
C
R
協
会
に

救
援
基
金
寄
託

▼
J
T
B
打
合
せ

十
六
日
▼
日
本
宗
教
連
盟

幹
事
会
出

席
（
於

神
社
本
庁
）

▼
第
三
十
三
回
部
落
解
放
・
人

権

西
日
本
夏
期
講
座
参
加

十
八
日
▼
関
西
支
局
運
営
委
員
会
（
於

京
都
）

▼
真
言
宗
犬
鳴
派
宗
務
所
訪
問

▼
I
C
S
打
合
せ

▼
芝
学
園
訪
問

二
十
二
日
▼
宗
教
教
育
推
進
委
員
会

▼
I
C
S
打
合
せ

二
十
三
日
▼
仏
教
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

二
十
四
日
▼
国
際
交
流
審
議
会

▼
局
内
会
議

二
十
五
日
▼
事
務
総
局
連
絡
会
議
（
於

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）

二
十
九
日
▼
無
料
法
律
相
談
室

三
十
日
▼
社
会
人
権
審
議
会
（
人
権
部

会
）

▼
同
和
・
人
権
問
題
連
絡
協
議

会

三
十
一
日
▼
総
務
財
政
審
議
会

▼
文
化
庁
宗
務
課
訪
問

一
日
▼
「
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社

公
式
参
拝
中
止
の
要
請
」
を
提

出
▼
文
化
庁
訪
問

二
日
▼（
社
）部
落
解
放
・
人
権
研
究
所

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
出
席

（
於

大
阪
）

四
日
▼
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
二
十
一

周
年
出
席
（
於

比
叡
山
延
暦

寺
）

▼
W
F
B
日
本
大
会
開
催
浅
草
地

区
説
明
会
（
於

浅
草
寺
）

五
日
▼
第
三
十
回
全
国
仏
教
保
育
宮
城

大
会
出
席
（
於

仙
台
国
際
セ

ン
タ
ー
）

六
日
▼
日
本
宗
教
連
盟
幹
事
会
出
席

（
於

神
社
本
庁
）

▼
パ
ロ
ッ
プ
・
タ
イ
ア
リ
ー
W
F

B
事
務
総
長
来
局

▼
西
村
輝
成
副
会
長
来
局

七
日
▼
局
内
会
議

八
日
▼
東
京
都
仏
教
連
合
会
事
務
局
長

訪
問
（
於

善
立
寺
）

▼
浅
草
仏
教
会
常
任
理
事
会
出
席

（
於

妙
経
寺
）

お
詫
び
・
訂
正

八
月
号
（
五
四
一
号
）
に
お
い
て
誤
り
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。
七
頁
下
段
、

誤

護
符
内
八
十
八
ヶ
所
霊
場

正

御
府
内
八
十
八
ヶ
所
霊
場

九
頁

誤

帰
郷
記
念
碑

正

帰
郷
祈
念
碑

十
頁
の
暑
中
協
賛
広
告
中
、
日
蓮
宗
様
の

記
載
、

誤

管

長

藤
井

日
光

正

管

長

酒
井

日
慈

謹
ん
で
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

不
手
際
に
よ
り
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
、
関
係
各
位
に
心
よ
り
お
詫
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

服
部

融
宣
師
（
本
会
前
常
務
理
事
）

高
野
山
東
京
別
院
主
監

七
月
三
十
一
日
遷
化

六
十
九
歳

塩
澤

大
定
師

前
臨
済
宗
南
禅
寺
派
管
長

八
月
四
日
遷
化

八
十
八
歳

祈
り
の
世
界
⑤
ネ
パ
ー
ル

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
名
峰
ア
ン
ナ
プ
ー
ナ
山
群

の
北
側
は
チ
ベ
ッ
ト
系
民
族
の
居
住
地
で

あ
る
。
人
々
は
か
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
ネ

パ
ー
ル
や
イ
ン
ド
へ
の
交
易
の
過
程
で
ヒ

マ
ラ
ヤ
山
中
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
り
、

限
り
あ
る
耕
地
で
農
業
と
牧
畜
を
営
む
敬

虔
な
仏
教
徒
で
あ
る
。
麦
蒔
き
の
終
え
た

ば
か
り
の
あ
る
村
で
チ
ョ
ス
コ
ル
と
い
う

祭
り
に
出
合
っ
た
。
僧
侶
の
打
ち
鳴
ら
す

太
鼓
や
シ
ン
バ
ル
に
先
導
さ
れ
、
そ
の
後

に
三
尊
仏
と
経
文
を
背
負
っ
た
村
人
た
ち

が
つ
づ
き
村
中
の
田
畑
を
く
ま
な
く
練
り

歩
く
。
豊
作
と
息
災
を
祈
願
す
る
祭
り
で

あ
る
。

写
真
・
文

田
村

仁カトマンズ国立博物館
の燃燈仏

事
務
総
局
録
事

七
月
（
一
〜
三
十
一
日
）

八
月
（
一
〜
十
日
）

哀
悼
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二
〇
〇
八
年
九
月
一
日
発
行

九
月
号

第
五
四
二
号

八
月
一
日
、
深
澤
信
善
事
務
総
長
、
田
澤
元
泰
社
会
人
権
審
議
会
委
員
長
が
首
相
官

邸
に
赴
き
、
岩
城
光
英
官
房
副
長
官
と
面
談
し
、
左
の
要
請
書
を
手
交
し
た
。

八
月
十
五
日
、
靖
国
神
社
へ
三
人
の
閣
僚
が
参
拝
し
た
事
か
ら
同
月
十
九
日
、
再
度
岩

城
官
房
副
長
官
を
訪
ね
、
抗
議
を
行
っ
た
。（
詳
細
は
全
仏
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

本
会
は
、
首
相
及
び
閣
僚
の
「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
」
に
対
し
て
、
反
対
の
意
志
表
明

と
公
式
参
拝
中
止
を
要
請
い
た
し
ま
す
。

靖
国
神
社
は
、
特
定
の
基
準
を
も
っ
て
合
祀
の
対
象
と
し
た
戦
没
者
を
神
霊
と
し
て
祀

る
神
社
で
あ
り
、
純
然
た
る
宗
教
施
設
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
り
ま
す
。

拠
っ
て
、
一
宗
教
団
体
で
あ
る
靖
国
神
社
に
首
相
及
び
閣
僚
が
公
式
参
拝
す
る
こ
と

は
、
ど
の
よ
う
な
形
式
を
と
り
ま
し
て
も
、
憲
法
に
定
め
る
「
信
教
の
自
由
・
政
教
分

離
」
の
原
則
に
違
反
す
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

最
高
裁
判
所
は
、
靖
国
神
社
等
へ
の
公
金
支
出
が
、
金
額
の
多
寡
を
問
わ
ず
憲
法
違
反

に
当
た
る
と
い
う
、
明
確
な
判
断
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
戦
後
六
十
三
年
の
あ
い
だ
日
本
国
民
が
守
り
育
て
て
き
た
こ
れ
ら
の
憲
法

の
規
定
こ
そ
が
、
今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
確

認
し
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

戦
没
者
の
追
悼
は
、
国
家
が
特
定
の
宗
教
に
関
わ
っ
て
行
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
各

ご
遺
族
が
そ
れ
ぞ
れ
に
真
実
と
仰
ぐ
宗
教
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
理
由
か
ら
本
会
は
、
首
相
及
び
閣
僚
が
、
靖
国
神
社
へ
の
公
式
参
拝
を
な
さ
れ

な
い
よ
う
、
強
く
要
請
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
八
月
一
日

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

理
事
長

豊

原

大

成

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

殿

「
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
の
要
請
」
を
提
出

首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝

中

止

の

要

請

発
行
人

深
澤
信
善

発
行
所

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

U
RL:http://w

w
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清
水
谷
孝
尚
副
会
長
（
聖
観
音
宗
管
長
）

東
條
仁
哲
副
会
長
（
真
言
宗
犬
鳴
派
管
長
）

西
村
輝
成
副
会
長
（
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
会
長
）

深
澤
信
善
事
務
総
長

近
龍
寺

松
濤
弘
道
・
妙
定
院

小
林
正
道

高
福
院

川
島
宏
之
・
日
輪
寺

粕
谷
利
通
・（
株
）雅
裳
苑
・
延
命
寺

田
中
末
一

法
相
宗
大
本
山

興
福
寺
・
法
相
宗
大
本
山

薬
師
寺
・
宝
生
院

小
山
榮
雅

時
宗
総
本
山

遊
行
寺
・
大
乗
淑
徳
学
園
・
大
谷
大
学

高
野
山
学
園
・
高
野
山
大
学
・
京
都
女
子
大
学

大
谷
学
園
・
相
愛
学
園
・
東
洋
大
学
文
学
部
イ
ン
ド
哲
学
科

駒
込
学
園
・
筑
紫
女
学
園
・
駒
澤
大
学
・
龍
谷
大
学

萬
福
寺

安
本
利
正
・
遍
照
院
・
善
林
寺
・
霊
岩
寺

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
合
計

七
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
】

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
更
な
る
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

【
郵
便
振
替
】

口
座
番
号

０
０
１
３
０
―
６
―
３
７
６
０
０

口
座
名
義

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

【
銀
行
振
込
】

三
井
住
友
銀
行

浜
松
町
支
店

口
座
番
号

普
通

７
０
８
２
９
１
３

口
座
名
義

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
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（
七
月
九
日
〜
八
月
十
三
日
）

電

話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
四
三
七
）三
二
六
〇


